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はじめに 世界的な人口爆発と環境破壊による食糧危機が危惧されるなか, 魚類養殖業は良質な

食糧蛋白源の供給手段として期待されている[1]. 現在, 魚類養殖の主流となっている育てた親

魚から採卵して次世代の種苗を得る, いわゆる完全養殖では栄養的な理由から仔稚魚の育成に

はアルテミア Artemia salina など餌料生物の給与が必須となる. アルテミア幼生の栄養的価値と

生産効率を向上できれば種苗だけでなく, 養殖サイクル全体の生産性と採算性の向上に直結す

る. しかし, アルテミア幼生生産では栄養強化や制菌に関する技術開発が散見されるのみで, 

大きな技術革新は見当たらない. 我々は非平衡大気圧プラズマを活用してアルテミア幼生生産

の高品質・高効率化に関する技術開発に取り組んでいる. 本研究では，非平衡大気圧プラズマが

アルテミアの成長に及ぼす影響について評価した.  

実験方法 人工海水粉（レイシーマリンⅡ，濃度 1.5 %）を MilliQ 水に溶解して調製した人工海

水にアルテミアの乾燥シストを加えて 24 時間培養し, 孵化幼生を得た. 卵殻分離後に, 50 尾程

度のアルテミア幼生を人工海水 3 mlと共に 60 mm口径ディッシュへ分注し, 大気圧プラズマを

10 s 単位で最長 60 s 間照射した. 本実験には 20mm 幅広のプラズマ源[2]に, キャリアガス Ar 

2slm を流して, 交流電圧（9kV, 60Hz）を印加してプラズマ発生させ, 液面とプラズマ照射口の

距離は 13mmに設定した. プラズマ照射後のアルテミア幼生は室温にて静置培養し, 24h後の体

長を各区 10尾ずつ正立顕微鏡観察にて測定した. 各試験区は N =3とした.  

実験結果 図 1に, アルテミア体長のプラズマ

照射時間依存性の結果を示す. プラズマ照射

時間 20 sにおいて, 体長が未処理の場合に比

べ, 統計有意に 28%増となった. プラズマ照

射時間を 40 sより長くすると, 徐々に体長の

促進率は低下し, 成長は阻害された. この結

果より, プラズマ照射がアルテミアの成長を

促進したことがわかる. 反対に, 50 s以上の

プラズマ照射によってアルテミアの成長が阻害された. プラズマの電(磁)界と生成する短寿命

及び長寿命な化学活性種が, アルテミアの生存活性に影響を与えたと考察する。  
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